
 

 

 

がはじまります！ 

学校給食は、明治 22年に山形県で、お弁当を持ってくることのできない子どもたち

のために、おにぎりなどの昼ごはんを出したのが始まりといわれています。 
 

今は豊かになった日本ですが、当時の気持ちを忘れないために設けられたのが、「全国学校給食週間」

です。この週間を通し、学校給食の歴史をふり返り、食べ物や作る人々の思いに感謝し、食べることの大切

さについて考える１週間にしてほしいと思います。 

 

 

 

 

日付 こんだて内容 テーマ 

1 月 

２２日

（月） 

ごはん 

ポークカレー 

豆腐ナゲット 

糸寒天のあおじそサラダ  

牛乳 

「カレーの日（感謝して食べよう）」 

1 月 22 日はカレーの日です。1982 年に全国の小中学校で一

斉にカレーライスを給食で出したことが由来だそうです。 

 

給食は、たくさんの人の働きや協力のおかげで食べることが

できます。また、お米や野菜、肉、魚など、自然の恵みであ

る食べ物に感謝し、残さずいただきましょう。 

2３日

（火） 

しょいめし 

近江牛コロッケ 

日野菜あえ 

打ち豆汁  

牛乳 

「滋賀の郷土料理の日」 

滋賀の郷土料理である「しょいめし」「打ち豆

汁」、滋賀の食文化財である「日野菜づけ」を

使った和え物、近江牛を使ったコロッケを味わいます。 

「しょいめし」は湖北地方に伝わる郷土料理です。しょうゆ

を使って炊いた「しょうゆめし」という意

味で、お祭りの時に出されていたことから

「わっしょい」の「しょい」とかけて名づ

けられたそうです。 

2４日

（水） 

近江うどん 

かやくうどん 

すじえび入りかきあげ 

しゅんぎくのかつおあえ 

牛乳 

「地域の食材を知る日」 

滋賀県でとれた小麦で作った「近江うどん」、びわ湖産の

「すじえび」を使ったかきあげ、県内産大豆の油揚げを使っ

たかやくうどんをいただきます。 

また、ねぎや白菜など冬野菜は滋賀県で

たくさん作られています。 

 すじえび写真：滋賀のおいしいコレクション HP より 

彦根市学校給食センター 

２０２４．１．１９給食週間特別号 

本年度の当センターの給食週間は 1月 2２日～2６日です。 

テーマ 「給食を通して地域の食文化や食材を知ろう」～感謝して食べよう～ 

 

日野菜写真：滋賀のおいしいコレクション HP より 
しょいめし 

打ち豆 



2５日

（木） 

麦ごはん 

鶏肉のマーマレード焼き 

ブロッコリーサラダ 

根菜スープ   

牛乳 

「バランスの良い食事の日」 

主食・主菜・副菜・汁物を組

み合わせると栄養バランスが

よくなります。 

学校給食の献立もこの組み合

わせを基本としています。 

2６日

（金） 

ごはん 

こあゆのレモン風味 

ほうれん草のごまあえ 

さつまいものみそ汁  

りんご  

牛乳 

「R４年度献立募集応募作品の日 “栄養たっぷり献立” 

中学生が考えた献立です。米、こあゆ、ほうれんそうなど滋

賀県でとれる食材を豊富に使った献立です。 

こあゆはレモン風味にすると食べやすいため、献立に取り入

れてくれました。 

※原案では彦根梨でしたが、時季等の都合によりりんごに変更

しました。 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「いただく」は、漢字で「戴く」「頂く」とも書き、

もともとは大切なものを受け取るときに感謝の気持

ちを込めて頭の上に上げるしぐさのことでした。 

そしてこのあいさつは、 

私たちの食べ物となった動 

植物の命をいただくことへの 

感謝の気持ちをあらわしています。 

 副菜 主菜 牛乳 

主食 副菜（汁物） 

食べる人を思って作られた料理を好き嫌いせず、よく

味わっておいしくいただくことも、食べ物や作った人

への感謝の気持ちを表します。また食事のマナーを守

り、みんなが楽しく気持ちよく食べられるように心が

けましょう。 

「ごちそう」は漢字で「御馳走」と書きます。もとも

とは食事を作るために方々を駆け回って材料を集め

てくれた人へのねぎらいの気持ちを表す 

言葉でした。このあいさつは、 

食事作りに関わる人の思いや 

苦労、そして努力に感謝する 

気持ちを表します。 

食器の扱い方、配膳、はしの使い方、そしてあとか

たづけ、そのどれもが作った人への感謝の気持ちを

表すものになります。きちんと行いましょう。 

食事に感謝の「いただきます」 よく味わって食べよう 

思いやりの気持ちであとかたづけ 
「ごちそうさま」では 

ねぎらいの気持ちを 


